
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 

視聴覚・情報教育委員会研究集録 
おお 



はじめに 

 

 私たちの生活は、2020 年の新型コロナウイルス感染症拡大後、テレワークや

オンライン会議の普及、ＳＮＳや動画配信・投稿サイト等のデジタルサービスの

拡大、革新的な生成ＡＩの導入などが急速に進み、年齢に関係なくすべての人が、

ＩＣＴの影響を当たり前のように受けるようになりました。 

学校現場においても、「令和の時代における学校のスタンダード」とされる１

人１台端末環境が整備されたことにより、タブレット端末を活用した授業実践

や、教育スタイルの変化が多く見受けられるようになりました。これからの学校

教育は、これまで積み重ねてきた実践と、これからさらに進展していくＩＣＴと

のベストミックスを図っていく必要があります。そして、個別最適な学びと協働

的な学びの一体的な充実を図り、創造性を育む学びを進め、児童生徒の可能性を

大きく広げていくことが肝要であると考えます。 

このように、日々進化し続けるＩＣＴの活用をさらに進めることが学校教育

における重要な課題となっている状況を踏まえ、視聴覚・情報教育委員会として

は、今まで以上に、教職員の情報活用能力の育成や情報モラル、デジタルシティ

ズンシップ教育の実践などの取組を計画的に推し進めたいと考えています。 

今年度の「令和６年度研究集録」は、愛媛県教育研究協議会の県下の各支部に

おいて、地道に研究実践を積み重ねてきた活動報告、実践事例などの情報を掲載

しています。これからの先生方の研究実践につながる内容であると思います。 

本研究集録の情報を、しっかりと共有していただき、県下の各小中学校におい

て、日々の教育活動に役立てていただければ幸いです。 

最後になりましたが 、ご指導いただいた関係機関の皆様、原稿をお寄せいた

だいた先生方、編集にご尽力いただいた先生方に心よりお礼を申し上げます。 

 

令和７年３月吉日 

 

愛媛県教育研究協議会視聴覚・情報教育委員会  

委員長 宮脇 克彦  



 

 

Ⅰ 研究主題と研究の進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

（小・中学校共通）  

 

 

Ⅰ 研究主題 

デジタル社会に主体的に生きる力を育む教育の研究と実践 

Ⅱ 研究のねらい 

情報化が著しく進展する社会の中にあって、私たちは各種の先端技術や情報機器に取り囲まれて生

活している。したがって、これからの学校教育においては、今まで以上に高度情報通信ネットワーク

社会に生きる児童生徒に必要な資質・能力を育成することが重要な課題となる。 

文部科学省は、「小学校プログラミング教育の手引（第三版）（令和２年２月）」、「教育の情報化に

関する手引－追補版－（令和２年２月）」、「初等中等教育段階における生成ＡＩの利用に関する暫定

的なガイドライン（令和５年７月）」等を策定し、来たるべき「Society 5.0」に向け、教育の情報化

に対応するための今後の対応方針を示している。学習指導要領においても、情報活用能力（情報モラ

ルを含む）が学習の基盤となる資質・能力であることが明記され、ＩＣＴ活用について更なる充実を

図ることが示されている。新しい教育メディアが教育現場に急速に普及する中、教師にとって情報活

用能力の向上が重要な課題の一つであり、教育の質の向上と、効果的なＩＣＴの一層の活用促進に向

け、社会の情報化への対応や教育ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の推進は、今まさに

教育の喫緊のテーマとなっている。 

また、「ＧＩＧＡスクール構想の実現について」（令和元年12月）では、１人１台端末と高速大容量

通信環境を積極的に活用することで、多様な子供たちを誰一人取り残すことのない、公正に個別最適

化された学びの実現及び資質・能力の育成をめざしている。中央教育審議会答申（令和３年１月）に

おいても、「『令和の日本型学校教育』を構築し、全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学

びと、協働的な学びを実現するためには、学校教育の基盤的なツールとして、ＩＣＴは必要不可欠な

ものである。」と示されたほか、特設ウェブサイト「StuDX Style」では、ＩＣＴを子供たちが「文房

具」として、教師が「教具」として、学校教育活動の中で使いこなせるようにするための情報が発信

されている。 

そこで、視聴覚教育においては、学習活動に教育メディアを効果的に活用することで、児童生徒の

豊かな感性の育成や学習意欲の向上、基礎的・基本的な知識及び技能の定着を図っている。また、発

達の段階に応じて、情報との関わりを持たせた指導を体系的に行うことで、児童生徒の情報活用能力

や思考力、判断力、表現力等の育成に取り組んでいる。 

情報教育においては、情報教育及び教科指導等におけるＩＣＴ活用について研究を進めている。指

導に当たっては、児童生徒が学校や家庭において、学習やアセスメントができるＣＢＴシステム（Ｍ

ＥＸＣＢＴ：メクビット、ＥＩＬＳ：エイリス）を積極的に活用したり、小中学校間の連携を重視す

るとともに、学校教育全体を通した系統的・体系的な情報教育を推進したりしている。 

これまでの実践や研究を踏まえ、学校教育の情報化・オンライン化を推進し、人との関わりの中で

たくましく生き抜くために求められるコミュニケーション能力や豊かな心を育成したり、未来社会を

見据えて育成すべき資質・能力を育むための新たな「学び」やそれを実現していくための「学びの場」

を形成したりしていくことを研究のねらいとしたい。 

Ⅲ 研究の視点 

（【 】は愛教研「主体的・対話的で深い学びに向かう授業」モデルと主に対応するものを示す。） 

 １ 高度情報通信ネットワーク社会に主体的に対応できる情報活用能力の育成 

   コンピュータや情報通信ネットワーク等の情報手段の特性を理解し、各教科等の学習を通して

「情報活用能力」を育成し、情報を適切に選択し活用していくための基礎的な資質を育てる。また、

「デジタル・シティズンシップ教育」に取り組み、デジタル技術の利用を通じて、社会に積極的に

関与し、参加していくための「デジタル・シティズンシップ」を養い、デジタル社会をよりよく生

きる資質・能力となる「活用・自律・行動規範」の知識・技能を育てる。 【Ｂ・Ｉ・Ｋ・Ｏ】 

 ２ 教育メディアを活用した学習指導の工夫・改善 

   １人１台端末等の教育メディアの特性を生かした学習指導の工夫や主体的・対話的で深い学びの

視聴覚・情報教育 



  

 

視点からの授業改善を行う。また、プログラミング教育を効果的に取り入れたり、「個別最適な学

び」と「協働的な学び」を一体的に充実させたりして、児童生徒一人一人の学びの深化や転換を図

る。  【Ｆ・Ｈ・Ｊ・Ｎ・Ｏ】 

３ 放送教育を活用した学校生活の充実と活性化 

放送番組の教育的機能を生かした学習活動を展開するとともに、校内放送の充実により学校生活

の活性化を図る。  【Ａ・Ｃ・Ｉ・Ｊ・Ｍ】 

４ 教員のＩＣＴ活用指導力と情報リテラシー（情報モラル・著作権・肖像権）の向上 

   ＩＣＴを含めた教育メディアを活用した授業や校務の情報化、ＧＩＧＡスクール構想の実現に関

する研修を充実させ、教員のＩＣＴ活用指導力と情報リテラシー（情報モラル・著作権・肖像権）の

向上を図る。また、校務全般の情報化を進めることで、質やセキュリティを保った校務ＤＸや生成ＡＩ

の校務での適切な活用による学校の働き方改革の実現と、指導と校務の両面における教員の情報リテラ

シーの向上を図る。 

５ 放送設備やＩＣＴを含めた教育メディアの整備と管理・運用 

   児童生徒や教職員が、活用しやすい教育環境（放送設備や教育メディア）や教育器機（１人１台

端末、大型モニター、プロジェクタ等）の整備をしながら、管理・運用を図る。 

Ⅳ 留意事項 

１ 各学校において、情報活用能力の育成を目指して情報教育の全体計画を作成するとともに、児童

生徒の発達の段階に応じてＩＣＴを活用した学習活動を位置付けたり、カリキュラム・マネジメン

トによりプログラミング教育を取り入れたりして、系統的な年間指導計画を作成する。 

２ 特別な支援を必要とする児童生徒の指導において、その障がいの状態や発達の段階に応じてＩＣ

Ｔを効果的に活用することにより、個に応じた指導の効果を高める。 

３ 学校の教育活動全体を通して、児童生徒の発達の段階や実態等を考慮し、家庭・地域との連携を

図りながら、社会の状況に応じた情報モラルやデジタル・シティズンシップ教育の充実を図る。 

４ 著作権・肖像権に関する研修を充実し、教育活動における著作物の適切な活用に努める。 

５ ＩＣＴを活用した校務の情報化を推進する。その際、個人情報保護法等にのっとり、情報管理の

ためのガイドラインやセキュリティポリシーを作成し、コンピュータやメディアのセキュリティ対

策を充実させ、情報漏えいやウイルス被害の防止の徹底を図る。 

６ 「ＧＩＧＡスクール構想第２期」を見据え、教育行政等と連携し、１人１台端末、コンピュータ、

デジタル教科書や教育用ソフトウェア、電子黒板、無線ＬＡＮ、統合型校務支援システム、ＣＢＴ

システム（ＭＥＸＣＢＴ、ＥＩＬＳ）等の環境整備と管理体制の構築を進めるとともに、その活用

研究を図る。 

７ 各支部の研究組織や県市町教育委員会、愛媛県総合教育センター、愛媛大学との連携を密にして、

各学校における教育の情報化・オンライン化の推進体制を確立するとともに、校内研修の充実を図

る。 

８ 「愛媛県ＩＣＴ教育推進ガイドライン」や「えひめのＩＣＴ教育まとめサイト」を積極的に活用

し、ＩＣＴ活用の日常化を図ることを通じて、全ての子供たちの学びを保障できる環境の実現に努

める。また、「第４期愛媛県学力向上推進３か年計画（令和５年～７年）」に基づき、「伝統ある

愛媛教育と適切なＩＣＴ活用のベストミックス」による授業改善を行い、学校教育の質の保証・向

上を図る。 

９ 「えひめっこ情報リテラシーアプリ」を積極的に活用し、情報リテラシーの向上を図る。 

10 愛教研グループウェア、ウェブ会議システム、教育用クラウドサービスの活用を広め、教職員・

児童生徒がコミュニケーションツールを適切に利用できるよう研究する。 

 

  

○ グループウェア・ホームページ推進担当者養成研修会      ６月２４日 県総合教育センター 

○ ＮＨＫ杯全国中学校放送コンテスト愛媛県大会           ７月     ＮＨＫ松山放送局 

○ 愛教研視聴覚・情報教育研修会                ８月９日     ハイブリッド開催 

○ 第53回放送教育研究会四国大会愛媛大会          10月23日(水)松山市 東温市 八幡浜市 

○ 第50回全日本教育工学研究協議会全国大会 東京都港区大会  10月25日(金)～26日(土)  東京都港区 

○ 第28回視聴覚教育総合全国大会・第75回放送教育研究会全国大会 合同大会 

11月9日(土)オンライン開催 

令和６年度に開催予定の研究大会 



 

 

Ⅱ 活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



四国中央支部 

 

１ はじめに 

  四国中央市では、昨年度より文部科学省リーディングＤＸスクール事業を受け、ＧＩＧＡ端末を活

用する全国の学校が実践できる事例を創出するために、指定校を中心に研究に当たってきた。また、

ＧＩＧＡスクール構想の下、セカンドＧＩＧＡへ向けてステップアップを図っている。 

今年度もデジタル教科書の配付、ＩＣＴ研修やＳＴＥＡＭ教育教材の導入、ＳＭＡＲＴ2024四国大

会（中学校）への出場、ＧＩＧＡフェスティバルの開催や各校からジュニアＩＣＴリーダーの選出及

び研修会など様々な活動に取り組んできた。これらの活動や実践を通して、教職員及び児童生徒のＩ

ＣＴ利活用のスキルアップにつながってきている。今後も市全体で先進的にＩＣＴの効果的な活用に

努めていく。 

 

２ 研修会の実施 

（１） 四国中央市立小中学校教育情報化推進委員会・・・・・・・・・・・年７回開催 

（２） 新規採用・転入教職員ＩＣＴ研修会（Google研修会）・・・・・・・４月３日 

（３） 新規採用・転入教職員ＩＣＴ研修会（ロイロノート研修会） ・・・５月 24日 

（４） 夏季ＩＣＴ研修会（ロイロノート研修会）・・・・・・・・・・・・７月 30日 

（５） 夏季ＩＣＴ研修会（講演会）・・・・・・・・・・・・・・・・・・８月２日 

講師 文部科学省 初等中等教育局 GIGA StuDX 推進チーム 平井 奉子 氏  

大阪府池田市立神田小学校  樋口 綾香 教諭 

（６） リーディングＤＸスクール指定校による公開授業１（小学校）・・・１月 27日 

（７） リーディングＤＸスクール指定校による公開授業２（中学校）・・・２月 12日 

 

３ 研修会の様子 

（１） 四国中央市立小中学校教育情報化推進委員会 

    四国中央市立小中学校教育情報化推進委員会では各校の情報化推進委員及 

   びオブザーバーが参集し、ＩＣＴを活用した授業や校務の情報化について、 

各校の実践等を共有したり、新しいアプリケーションの活用法等の研修を行 

ったりした。 

（２） 新規採用・転入教職員ＩＣＴ研修会（Google研修会・ロイロノート研修会） 

新規採用・転入教職員へ向けたＩＣＴの研修会を毎年行っている。年度初 

めに行うことにより、学校現場ですぐにＩＣＴを活用できるようにすること 

ができた。 

 

（３） 夏季ＩＣＴ研修会（ロイロノート研修会） 

夏季休業中にロイロノートの活用についての大規模研修会を行った。他県 

における実践から学び教職員のＩＣＴ利活用のスキルアップを図ることがで 

き、授業及び校務処理におけるＩＣＴ利活用の推進につながった。 

 

 

 



４ ＩＣＴの実践事例（リーディングＤＸスクール指定校四国中央市立川之江小学校の取組）   

（１） 校内研修の充実 

「主体的に学び合う児童の育成にＩＣＴを効果的に活用した 

協働的な学びを目指して」という研究主題を設定し、特に授 

業における工夫について研究を推進している。どの学年でも 

行い、継続的に積み重ねることを大切にし、取り組んでいる。 

１学期の成果と課題からポイントを三つ設定し、２学期の実践 

へつなげた取組である。 

（２） 小学校２年生 国語科「どうぶつ園のじゅうい」の授業実践 

一人一人の気になったことや考えてみたい「問い」を出し合い、 

「獣医の仕事の説明名人になろう」という課題設定をし、単元の 

ゴールの見通しを持たせた。 

    次にＩＣＴを活用し、大変度メーターで考えを可視化し、自分の 

   経験と比べさせた。それにより、「自分の考えを伝えたい。」「友達の 

考えを聞きたい。」と感じ、対話が生まれた。また、学びの視点や評 

価を示すルーブリックを活用し、目指す姿を子どもたちと教師が共 

有した。子ども自身と教師が学びを振り返って成果や課題を自覚し、 

次の学びにつなげた。最後に１年生に獣医の仕事を説明する際に画 

像を示しながら分かりやすく伝えることができた。大変度メーター 

やルーブリックを作成し、効果的にＩＣＴを活用することで、個別 

最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につながった。 

（３） 小学校４年生 国語科「ごんぎつね」の授業実践 

 まず、感想を交流し、みんなで解決していきたい問いを共有し、そ 

の後、問いを基に物語を読み深め、「物語の魅力を伝える感想文を書こ 

う」という課題を設定した。 

    次にＩＣＴでハートメーターを操作し、場面読みが終わるごとに 

二人の心の距離の視覚化を行った。また、単元を通してデジタル教科 

書を活用し、マイ黒板に場面解決カードをグループで作成した。その 

カードを基に、その場面担当のグループが中心になって話合いを行っ 

た。そして、自分が担当する場面の重要なキーワードをまとめ、今 

までの学習を生かした役割演技を行った。最後に、一人一人が物語 

の魅力を伝える感想文を書くことができた。また、「ごんぎつね」の 

学習は、更に音楽科の「思いを音楽で表そう」の学習につなげ、教科 

横断的な学びの研究にも取り組んだ。 

    

５ おわりに 

各校の取組を市内で共有し、市内全体でＩＣＴを活用した教育の向上を図っている。全小中学校が

学校情報化優良校の認定を受け、どの学校でもＩＣＴを活用した先進的な教育が受けられるように取

り組んでいる。今後も、実践を積み重ね、教職員のＩＣＴ利活用のスキルアップを図りながら、主体

的に学び合う児童生徒の育成に取り組んでいく。 



新居浜支部 

新居浜支部 情報教育 研修会の報告 

 

１ 日 時         令和６年８月９日（金）９：３０～１２：００ 

 

２ 場 所         新居浜市役所 ５階 大会議室 

 

３ 研修内容 

  「『スズキ校務支援システム』の活用について」をテーマに、前半では、新居浜市立東中学校長 山

本基二先生、新居浜市立東中学校教諭 吉村拓哉先生を講師として、活用事例を紹介した。後半で

は、鈴木楽器販売（株）西日本ソフト事業部 奥田凌平様、岡野梨奈様をお招きし、スズキ校務に

ついての質問の時間とした研修を行った。以下、研修会で使用した資料、報告内容などの中から抜

粋したものを紹介し、報告とする。 

 

 （１）名簿レイアウト・公簿・要録・通知表・日々の記録の活用 

   ① 公簿について 

    ・ 管理職が責任を持って確認する必要がある。 

   ・ セキュリティ面等考慮し、スズキ校務の利用を促進する。 

   ② 名簿レイアウト作成機能について 

    ・ 各学校独自のものに変更可能である。 

  ・ 他の小中学校で作成したものを共有できる。ミライムメッセージなどを利用することが

  可能。 

  ・ 詳細名簿を活用し、卒業証書台帳や指導要録表紙などを作成すると、変更があった場合

  にも、詳細名簿を変更するだけで対応できる。 

   ③ 日々の様子・記録の活用について 

  ・ 業務量の改善のために、特に生徒指導情報は、データの一元化を図る。 

  ・ 日々の様子は、小学校から中学校にも引き継がれるため、有益である。良いところや長

  所も打ち込まれていると生徒理解は深まりやすい。 

 

 （２）スズキ校務支援システム要望等ヒアリング 

   ① 要録関係 

   ・ 学区外指定での在籍者は、名簿レイアウトで対応する。 

   ② 住所入力 

  ・ 住所を打ち込むことで、郵便番号が自動で出る機能はない。 

   ③ 高校受験関係 調査書 

    ・ 四国中央市と新居浜市が合わせて要望を出さないとフォント等の体裁は変更できない。 

   ④ 健康観察 

    ・ 特別支援学級の健康観察簿に生徒氏名が反映されないので、早急に検討する。 



西条支部 

 

１ はじめに 

  西条市では、年に 4回ほど西条市教育委員会と各小中学校の情報・視聴覚主任が集まり、情報化推

進委員会を開催している。内容は、講師を招いての講演や各学校での取り組みの意見交換等を行って

いる。今回は、開催された内容の一部を紹介する。 

 

２ 研修会の内容について 

１ 日 時 令和６年１０月３０日（水）１３：３０～１６：３０ 

２ 場 所 西条市役所５F大会議室 

３ 研修内容 

（１）情報モラルについて 

（元日本女子体育大学准教授 榎本竜二先生） 

   デジタル機器の発達と共に、情報が簡単に手に入     

るような時代になった。その反面、根拠のない情報  

や偽情報もあふれるようになり、一人一人が情報を 

吟味し、正しい情報を取捨選択しなければならない。 

近年では情報モラルという言葉が広まり、学校現場 

でも情報モラルについての指導の必要性が迫られ、子どもたちに教えなければと考えられるように

なってきている。しかし、デジタル機器が普及したことはコミュニケーションの手段が増えたとい

うことであり、「人と人とのつながり」に変わりはない。そのため、情報モラルも日常生活のモラ

ルの延長線上にあると考えることが必要である。ＳＮＳやメールなどでやり取りをする上でも、相

手に対して「思いやり」を持つことが情報モラルを考える上での第一歩になる。 

また、匿名性が高いインターネットの世界では、全ての人が「思いやり」を持った人ではないこ

とにも注意が必要である。自分がＳＮＳへ写真を上げたりコメントをしたりする際には、「誰かに

見られている」という意識を持つことが大切である。 

他にも、情報モラルだけでなくデジタル機器を使いすぎることで起こる健康問題も大きく取り上

げられるようになってきた。姿勢や視力などは、子どもの頃の生活習慣が大きく影響するため、家

庭や学校でもデジタル機器使用の際のルール作りや自分でデジタル機器との距離を考えて使用で

きるよう自己をコントロールする力が重要になってくる。 

（２）グループ協議 

「ネット社会の歩き方」（URL：http://www2.japet.or.jp/net-walk/anime/index.html）の動画

教材を活用した授業作りを行った。５分程度の動画教材が約 120個用意されており、ＧＩＧＡ端末

の使い方からＳＮＳで起こるトラブルまで、発達段階に合った教材が用意されていた。 

 ＧＩＧＡ端末の使い方では、パスワードの重要性について動画で解説されていた。パスワードを

家の鍵にたとえ、パスワードを机の上に放置したり、他人に見えるようにしたりしておくことは、

家の鍵を放置することに等しいことであると例示していた。この例示のリスクは、子どもたちにも

理解しやすく、授業でも使いやすいと感じた。 

榎本竜二先生による講演 

http://www2.japet.or.jp/net-walk/anime/index.html


 ＳＮＳトラブルの動画では、ＳＮＳで投稿した内容が自分の意図しない捉えられ方で拡散され、

曲解した情報が広がってしまうという内容だった。情報をＳＮＳに投稿することは、不特定多数の

人に情報を公開することになる。特定のグループだけに投稿しても、他人に見られる以上、情報が

拡散されるリスクがある。インターネット上に情報を投稿する際には、十分注意して投稿すること

はもちろん、何か困った時には大人の力を頼ることが大切である。また、間違った情報を発信する

人に対して感情的に反論すると、さらに情報を拡散される危険性があることから、感情的に反論し

ないことを指導することも大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「ネット社会の歩き方」を活用した授業案発表 

   各グループで動画教材を視聴し、視聴した後、動画教材をどのように指導につなげるのかを模擬

授業形式で発表した。「ルール作り」、「スマホ依存」、「ＧＩＧＡ端末で学習する際に想定されるトラ

ブル」、「ネット上で知り合った人と会う場合」、「携帯ゲーム機に夢中になると」など、それぞれの

グループで視聴した動画内容を基に話し合い、発表を行った。 

どのグループもネットの利便性を認めつつも、トラブルが起こる原因を子どもたちと一緒に考え、

デジタル機器とのよりよい付き合い方を自分たちで作り上げていくことが大切だと考えていた。 

   デジタル機器やＡＩの発達で今まで以上に便利な世の中になっており、子どもたちもデジタル機

器に触れる機会が多くなっている。しかし、使い方を誤ってしまうと「人がデジタル機器に使われ

る」状態になってしまう。子どもたちがデジタル機器の長所や短所を理解し、よりよくデジタル機

器を活用することができるよう、学校生活の中でも意識し、短時間でも継続して繰り返し指導する

ことが大切である。 

 

３ 今後の課題 

  学校間の格差や個人差が大きいこと、各校に定期的に訪問するＩＣＴ支援員と打ち合わせをする時

間の確保が難しいことが課題として挙げられている。今後も、西条市教育委員会と連携しながら、

情報・視聴覚教育に力を入れていきたい。 

グループ協議の様子 授業案発表の様子 



今治・越智支部 

愛教研今治・越智支部 視聴覚・情報教育委員会活動報告 

 

１ 今治・越智支部視聴覚・情報教育委員会の Classroom の継続・周知 

５月にオンライン開催された今治市教育研究所教科等研修委員会の際に、２年前開設した「視聴

覚・情報教育委員会」の Google Classroom を更新し、小・中学校の情報の共有や実践事例を蓄積し

ていくこととした。また、情報教育主任会で広く周知したり、下記に記載している研修会で活用し

たりすることで、多くの参加者を募ることができた。 

 

２ 視聴覚・情報教育夏季研修会 

令和６年８月８日（木）に今治市立立花中学校教頭の八木

春樹先生を講師として招いて、令和６年度今治・越智視聴覚・

情報教育夏季研修会を実施した。今治市内の小・中学校に勤

務している27名の教職員が参加し、タブレット端末を活用した

授業の工夫や生成ＡＩを活用した学習及び実習について研修を

行った。昨今教育現場でも活用が広がっている生成ＡＩについて

多くの活用事例を学ぶことができ、ＩＣＴ活用の知識を深めるこ

とができた。 

 

３ ＩＣＴ機器を用いた教育実践事例集の作成 

  中学校理科の授業において、授業の振り返り活動に学習者が短時間のまとめ動画の作成を行った。

まず、タブレット端末の Google Workspace の『スライド』機能を活用し、単元の復習を資料でまと

めた。スライドは、複数人で同時編集ができるため、班ごとに単元の振り返り資料を作成すること

ができた。また、Chromebook のキャプチャー機能を活用して資料を動画に変換した。音声入力が可

能なため、自分の声を録音させて動画上で解説の声が再生されるようにした。自分の声を入れるこ

とに抵抗がある学習者は、生成ＡＩの活用として人工音声を動画に入れることで対応した。多くの

学習者が人工の音声に驚いていた。最後に動画資料をクラス全体で共有した。 

  自分で動画を作るという内容であったため、学習者は意欲的に取り組むことができていた。また、

友達の作成した授業のまとめ動画を見ることができるので、興味を持って視聴することができてい

た。 

 

４ 成果と課題 

  今年度の研修では、特に生成ＡＩを活用した学習及び実習を行った。実際に、生成ＡＩを授業に

どのように取り入れていけばよいのか気になっている教職員が多くいるため、大変有意義な研修に

することができた。 

  課題としては、生成ＡＩを教育に生かすための教職員の知識不足が挙げられる。生成ＡＩを教育

現場で活用することへのメリット・デメリットについても更なる研修を行い、業務効率化に役立つ

ツールとして周知していきたい。 



松山支部 

１ はじめに 

松山支部では、松山市小中学校視聴覚教育主任会及び小中学校情報教育研究委員会が連携し、視聴

覚 教育・情報教育・放送教育の研究を推進している。互いの研修会や授業研究会への参加など、小

学校・中学校の間で協力して取組を進めている。 

 

２ 教員研修について 

〈愛媛県視聴覚・情報教育研修会、松山市小学校視聴覚教育実技研修会〉 

ＧＩＧＡスクール構想が始まって４年目を迎えた。多くの教職員が、「どうすればタブレット端末

を効果的に活用できるのか」「ＣＢＴシステムや生成ＡＩを活用すれば、学校の働き方改革につなが

っていくのか」といった疑問や悩みをもっている。そこで、ＩＣＴと視聴覚教育・放送教育を活用し

た新しい授業スタイルを学ぶために、今回の研修会を開催した。ここでは、令和の日本型学校教育の

悩みや不安を解消するべく、参加者は実践発表や講演を聞き、活発な意見交換を行った。 

（１）日時 令和６年８月９日（金）13:00（12:45 開場）～16:00 

（２）場所 エスポワール文教会館２Ｆ「錦の間」、オンライン（Zoom ミーティング） 

（３）主催 愛媛県教育研究協議会視聴覚・情報教育委員会、愛媛県放送教育研究協議会 

    共催 松山市小学校視聴覚主任会 

（４）内容 

① 実践事例発表 

【発表①】「プログラミングでやってみた！ ～低学年ですごろくづくり～」 

松山市立味酒小学校 教諭 坂本 成斗 先生 

「国語科の学習で、内容の理解（インプッ

ト）をより深めるために、デジタルのすごろく

づくりをアウトプットの活動に位置付け、互い

を連動させた。」（坂本先生の発表より） 

 

 

【発表②】「丸付け？採点？もうしません！指導の改善・充実を促進する ＣＢＴ システムの

可能性」           松山市立内宮中学校 教諭 長川 聖太郎 先生 

「データ上での返却なので、ＣＢＴと同様、

細やかなフィードバック（観点ごとに得点率、

平均正答率がでる）、履歴の保管が可能。コン

ピュータベースで行うよさを活かすことができ

る。なおかつ、スキャンをとっているため不正

防止にもつながり、得点合計の間違いもな

い。」（長川先生の発表より） 

 

 



② 講演 

ワークショップセミナー「教師のためのＡＩ入門 ～その仕組みと現場に役立つワークショ

ップ～」講師 姫路大学教育学部こども未来学科 講師 津下 哲也 先生 

【講演内容】 

１ ＡＩを作ってみよう！ワークショップ 

２ ＡＩとその仕組み～入門編～ 

３ 現場で使えるワークショップ（ 「Canva」 、「ChatGPT」） 

４ ＡＩと教育の未来… 

（５）研修に対する評価（事後アンケートによる） 

【実践事例発表について】 

・ 二人の実践とも、難しすぎず多数の人が十分活用できそうな内容であった。 

・ 知らないことばかりでとても勉強になった。ＡＩ活用の幅が広がった。 

・ 既存の学習において、ＩＣＴを活用するとより効率的に学習したり、深い学びができたりす

るのかを考えていくことが大切だ。 

・ ＣＢＴ化については、一度設定をしてしまうと業務の軽減になることはわかるが、そのはじ

めの設定や作成にはまだハードルがあるのではないか。 

・ 実践を踏まえた研修だったため、とても分かりやく感じた。すぐ試してみたい。 

【講演について】 

・ ＡＩの学校現場での活用についてはセキュリティなどまだまだ課題も多いが、活用できる可

能性は無限大だ。今後実践事例が増え、得意な人や使える人だけでなく多くの人が使える環境

が整うとよい。 

・ ＡＩの基礎知識がわかった。教員業務に関する事例等があると、参考になる。 

・ 「Canva」やその他のＡＩ機能を学べてよかった。「ChatGPT」の研修も受けたかった。 

・ 実際に Web アプリなどを駆使して体験させていただいて良かった。 

 

３ 今後の課題 

○ ＩＣＴのさらなる有効活用と指導技術の向上(校内研修の充実) 

○ ＩＣＴを活用した授業研究のさらなる推進  

（タブレット端末を使った主体的・対話的で深い学びの推進のための研究） 

（Web 会議システムを活用した遠隔授業の研究） 

○ ＧＩＧＡスクール構想に対する教職員の意識の向上  

○ 児童生徒の発達段階や、一人一人の実態に即した支援の存り方  

○ 情報モラル及び情報リテラシーの向上、カリキュラムの改善  

○ 各校におけるグループウエアの運用とルールの徹底  

○ 放送機器の接続や運用等、知的財産と技能の継承  

○ 小中連携への取組の充実 



東温支部 

１ はじめに 

 東温支部では、主体的・対話的で深い学びの実現に向け、ＩＣＴの効果的な活用について研修と授

業改善を進めている。ＩＣＴの活用が目的でなく学びの手段として定着するように、授業者が試行錯

誤しながら実践を積み重ねている。 

 

２ ＩＣＴの活用実践事例 

（１）第１学年算数科「かたちづくり」におけるＩＣＴの活用実践 

   第１学年算数科「かたちづくり」では、単元を通して、PowerPointで作成した板書をウルトラワ

イドプロジェクタ型電子黒板「ワイード」で黒板に映し、授業を行った。色板の並べ方を見付ける

活動では、黒板に映し出した映像上に、三角や四角に囲む教具を貼り付けることで、多くの児童に

映像の中に隠れている「ましかく」や大きい「さんかく」に気付かせることができた（資料１）。ま

た、タブレット端末を用いて自力解決の記録を評価に生かすようにした。考えをタブレット端末で

撮影・保存させたり、「ロイロノート」を活用して考えを提出させたりした。タブレット端末に保存

した記述（資料２）や、「ワイード」を用いて考えを説明する様子から評価につなげた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）第６学年社会科「明治の国づくりを進めた人々」におけるＩＣＴの活用実践 

今昔マップや年表を基に自分たちの校区の変化を捉えた後、学習課題を立て、グループでの話合

いを通して練り合い・高め合いを行った。話合いの際、思考を可視化するために、「ロイロノート」

のシンキングツールを用いた。まず、グループで共有する同一シート（資料３）に、個々で考えを

記入した（資料４）。その後、同一シートに記入されたグループ内の考えを基にして話し合い、考え

をまとめた。シンキングツールを用い、考えを視覚化して他者と意見を共有させたことは、一人一

人の考えを生かしながら、話合いを活性化させる上で有効であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ おわりに 

  主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を図るには、ＩＣＴの活用が不可欠である。

児童生徒が学習の大事なポイントを認識し、学習の理解度を向上させるために、更にＩＣＴ活用の

在り方を探求し、授業実践を積み重ね、東温支部の研究を深めていきたい。 

【資料２】 【資料１】 

【資料３】 【資料４】 



伊予支部 

 

１ はじめに 

ＧＩＧＡスクール構想の下、１人１台端末の導入が始まって数年が経ち、伊予支部では、各校に

おいて試行錯誤しながら１人１台端末の活用を推進している。 

 

２ 研修及び実践事例 

（１）令和６年度愛媛県視聴覚・情報教育研修会（令和６年８月９日） 

今年度も、愛媛県教育研究協議会視聴覚・情報教育委員会主催の夏季研修会に参加する形で、伊予

地区の夏季研修会を実施した。姫路大学教育学部講師の津下哲也先生によるワークショップセミナー

の前半では、生成ＡＩを活用した事例などについて研修した。後半では、デジタルドリルやＣＢＴシ

ステムを活用した業務改善の仕方について学んだ。生成ＡＩを活用した実践では、一人一人がアプリ

を活用し、仕組みや使い方についての理解を深めた。 

（２）愛媛新聞 for スタディ（eスタ）の活用事例 

砥部小学校では、日常的に様々な情報に触れる機会をもてるようにしたり、自由にニュース記事を

読んだりすることができるよう、１人１台端末を活用した実践を行った。 

【ニュース記事の活用】 

３年生から６年生は、週１時間程度、朝読書の時間に愛媛新聞 for スタディ（eスタ）のニュー

ス記事を読んだり、気になるニュースについて調べたりしている。初めは、新聞は難しくて読む気

持ちになりにくい児童もいたが、自分の興味のあるニュースを読んだり調べたりしていくことで、

情報を知る楽しさを感じるきっかけとなった。 

３年生の国語科では、新聞の読み方、構成等について学ぶ授業がある。しかし、家庭で新聞を取

っている児童が減少してきており、新聞やニュース記事に直接触れることが少なくなってきている。

そのため、１人１台端末を活用し、直接記事に触れさせたことは学習内容の理解に効果的であった。 

【へいわがくしゅう機能の活用】 

６年生では、総合的な学習の時間に平和学習を行っている。広島と長崎に落とされた原子爆弾に

ついてインターネットで調べたり、修学旅行で原爆資料館、平和記念公園を訪れたりして、戦争の

悲惨さや平和の尊さを実感できるようにしている。e スタの「へいわがくしゅう」機能では、太平

洋戦争と愛媛の人々というテーマで様々な記事を紹介している。その中で、アメリカ軍は原爆投下

の練習として、巨大な「模擬原爆」を愛媛に４発落とし、60名以上の死傷者を出していることが紹

介されていた。また、1945 年７月 26 日に起こった「松山大空襲」の記事では、市の中心部が焼け

野原になったことが写真でも確認することができた。その他の記事の中にも、愛媛の人と原爆との

つながりが見られ、戦争をより身近に起こったこととして捉えることができた。 

 

３ 成果と課題 

年度当初の主任会や夏季研修会などで、情報機器や視聴覚教材を活用した実践事例を共有するこ

とができた。しかし、１市２町（伊予市・砥部町・松前町）で構成されている伊予支部において、

導入された端末や内蔵アプリケーションが異なるため、全く同じ実践をすることは難しい。そのた

め、今年度と同様に各市町で共通するアプリケーションを用いた研究や検証を進めていくことが効

果的である。各市町教育委員会や各校の連携を密にしながら活動していきたい。 



上浮穴支部 

１ はじめに 

  上浮穴郡久万高原町は、四国山地の北西の山間部にある自然豊かな地域である。小学校９校、中

学校２校の合計 11 校のうち、町中心部の小学校と２校の中学校以外は、全校児童が平均 10 人の極

小規模校であり、その全ての小学校で複式学級を有している。今年度の教職員（校長除く、事務町

職員含む）は、81 人であり、その構成は、新規採用から２校目の 20 歳代の若年層と 50 歳代以上の

ベテラン層が多く、その中間層が少ないという二極化が進んでいる。このような状況の中、町全体

で若年層教職員をはじめ、全教職員の実態や意識を把握し、悩みや課題に応じた研修の手立てが必

要であることから、町内職員の実態を把握するためのアンケートを実施した。その結果、コロナ禍

を経て急速に進み、学校教育に求められている「ＩＣＴ活用能力」について課題を感じ、身に付け

たいという教職員が多かったことから、町内でのＩＣＴに関する研修会を開催することとした。 

 

２ 実践の内容  

（１）久万高原町内での研修会の持ち方 

   久万高原町の小中学校の特色として、各学校との距離が離れているため、参集しての研修を開

くには時間と場所の制約がある。そのため、久万高原町教育委員会のＩＣＴ支援員と連携して、

参集とオンラインのハイブリット研修を計画した。コロナ禍のオンライン研修では、主に ZOOM や

Webex が使用されることが多かったが、久万高原町は、町が Google と契約していることから、

「Google Meet」を使用することにした。他市町から久万高原町に転入した教職員には Google ア

カウントが教育委員会から賦与されており、メールやクラウド等が利用できることも周知できる

よい機会であると考えた。 

（２）ＩＣＴ支援員による講演 

令和６年６月 10 日（月）、久万高原町立美川小学校を

会場にＩＣＴ研修会を開催した。参加者は、参集４人、

オンライン 21 人での開催となった。講師である久万高

原町教育委員会のＩＣＴ支援員が「子どもたち一人ひと

りに個別最適化され、創造性を育む久万高原町の ipad の

現状」と題して講演を行った。久万高原町は、児童生徒

の１人１台端末として ipad を活用しており、教室のテレ

ビには AppleTV が設置されている。他市町から町内に移

動してきた職員の中には、初めて Apple 社製の機械に触

れる人もいることを想定し、町内や学校のＩＣＴ環境に

ついて、できる限り分かりやすく説明していただいた。 

（３）遠隔授業の接続の提案 

   久万高原町の特徴として、極小規模校が多いことが挙げられる。友達の意見を聞き合い、自分

の考えを広げたり深めたりする教科の学習では、数的な制約がどうしても生じる。そこで、１人

１台端末を活用した遠隔授業を実践してきた。しかし、対面による意見交流等の学習場面では有

効な手段となるが、教師の顔や板書等を映しながらの授業スタイルを取ることは難しかった。そ

こで、町内各校に配置されている機器を使った接続方法を提案することにした。町教委備品であ

る MacBook Air と Sony 製ビデオカメラを市販のビデオキャプチャーでつなぐことで、オンライ

ンカメラとして使用することが可能となる。この接続により、１人１台端末よりも広範囲で高音

質の音声を拾うことができるようになるとともに、被写体を拡大・縮小することも可能となる。

このような機器を普段からセッティングしておくことで、日常的に他校との遠隔授業が可能とな

ると考え、今回の研修で提案した。 

【ＩＣＴ支援員による配信動画】 



【研修参加者の年齢構成】 

【研修内容についてのアンケート結果】 

【ＩＣＴ研修動画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実践の成果・課題  

  今回の研修参加者の年齢構成は、右に示

したとおりである。町内全教職員の 1/4 が

受講したこととなり、教職員のＩＣＴへの

関心の高さが伺える。また、研修内容につ

いて、概ね高評価を得た。このことから、

今回の「参集・オンラインのハイブリット

型研修」は、教職員のニーズに応えた有意

義な機会であったと言える。なお、研修中、

機械操作の不手際による音声トラブル等

があり参加者の先生方にはご迷惑をお掛

けした部分もあった。しかし、失敗から学

び、実際にやることで身に付くスキルは確

実にある。失敗を恐れず、町内の先生方が

ＩＣＴ活用スキル向上や遠隔授業へ積極

的に取り組む一助となれば幸いである。 

また、アンケートの自由記述では、「も

う少し初歩的で具体的な方法から解説してもらえる

と、明日からの実践にすぐにつなげられたのではと

思った」「久万高原町でインストールされているアプ

リケーションを活用した実践事例についてご教示い

ただきたい」など、今後の課題と言える意見をいただ

いた。参集・オンライン研修は、日程調整や準備に時

間がかかることから、これらの課題に早急に応える

べく、必要な先生が必要な時間にＩＣＴスキル向上

に取り組めるようＩＣＴに特化した研修動画（１０

分程度）を作成し、町内共有フォイルダに保存した。

今後も様々な研修の機会を提供することで、久万高

原町教職員のＩＣＴスキル向上に努めたいと考え

る。 

 

【実際の接続】 【接続イメージ】 



大洲支部 

１ はじめに 

大洲支部では、様々な学習支援ソフトウェアが導入され、充実した学習環境が整備されており、

教員のＩＣＴ活用指導力も少しずつ上がっている。今年度も「情報社会に主体的に生きる力を育む

教育の研究と実践」という研究主題を踏襲し、引き続きタブレット端末の活用における授業改善の

ため、研修を行った。 

 

２ 実践事例 

（１）ＩＣＴ活用指導力向上研修 

大洲市教育委員会と連携し、ＩＣＴ活用に不安を抱えている教職員を中心に夏季休業中に「ロ

イロノート」や「ＥＩＬＳ」等の学習支援ソフトウェアの活用方法に関する研修を行った。授業

者の視点だけでなく、授業を受ける生徒の視点にも立てるように実際にタブレットを活用しなが

ら学んだ。また、「ＥＩＬＳ」の研修では、小テストの作り方等を詳しく学んだ。 

 

（２）学力向上部会の取組 

学力向上を目指して、タブレット活用における実践報告を各校から集め、研修を深めている。

より良いＩＣＴの活用を目指して、各学校の教職員で自己研鑽に励んでおり、教育用アプリや

「ロイロノート」を活用した効果的な実践が行われている。今回は、新谷中学校の実践事例を紹

介する。 

 

① 「Kahoot!」の活用 

英語科など他教科でも活用が進んでいる教育用アプリ

「Kahoot!」を数学科で取り入れた。「Kahoot!」は、クイ

ズ形式の問題に答えるだけではなく、間違えた問題を解

き直したり、授業者が生徒の理解度を確認したりするこ

とができる。アプリ内の数多くの問題から、生徒の実態

に適した問題を選び、活動を行った。また、家庭学習と

して使用したり、授業において既習内容の確認で活用し

たりすることで、学習意欲の向上と基礎・基本の定着が

図れるよう、意図的・継続的に取り組ませた。 

② 「ロイロノート」の活用 

大洲市では広く活用が進んでいる「ロイロノート」で

あるが、社会科では、シンキングツールを用いた授業を

行った。「ヨーロッパ統合の動き」の単元で、「ロイロノ

ート」で資料を配付し、ＥＵに加盟することのメリット

について考えさせた。その後、グループで話し合い、ク

ラゲチャートを活用して、グループの意見をまとめさせ

た。シンキングツールによって、思考が整理され、全体

でまとめた意見をテレビ画面に映して考えを共有するこ

とができた。 

 

３ 成果と課題 

  今年度も昨年度と同様に、ＩＣＴ活用指導力を高めるための研修を行うことができた。研修を行

ったことで、ＩＣＴ活用指導力が向上した。今後は市内の視聴覚・情報教育主任を中心により良い

ＩＣＴ活用の方法について、研修を深め、今後も授業改善につなげていきたい。 

【「「Kahoot!」の活用の様子】 

【「「ロイロノート」の活用の様子】 



喜多支部 

１ はじめに 

  １人１台タブレット端末の導入から、５年目を迎えた喜多支部では、令和４年度には、町内の

小・中学校の普通教室に大型の電子黒板が配置され、従来のプロジェクターやスクリーンに比べ、

利便性が格段に向上した。Chromebook をはじめとした、新しいＩＣＴ機器が使用されるようにな

り、教職員は操作に慣れてきてはいるが、積極的な活用には至らず、苦労している教職員も多い。

近隣の高校がロイロノートを導入していることと、Jamboard のアップデートに伴い、喜多支部でも

ロイロノートの導入が決まった。このような経緯を踏まえ、今年度実施した研修について紹介して

いく。 

 

２ 研修実践事例 

(1) Google Kickstart Program 研修 

  町外からの異動者を中心に、夏休みを利用して、内子町教育委員会主催により、スタートアップ

研修を実施した。株式会社ストリートスマートの川崖真由氏を講師に招き、Google Workspace for 

Education の概要説明や、教職員が児童生徒側で、主要アプリの活用を体験した。Google クラスル

ームを活用した課題の配布や収集方法、Google 検索機能の活用、Google フォームを活用したアン

ケートやクイズの作成、Google スプレットシートでの同時編集の方法について理解を深めた。 

 

(2) ロイロノート研修 

   内子町教育委員会主催により、株式会社 LoiLo の澁谷洋平氏

と、愛光中学校の濱口南先生（ロイロ認定ティーチャー）を講師

に招き、ロイロノートの活用方法について研修を行った。台風接

近のため、急遽、内子町内各小・中学校からオンラインで参加す

る形となったが、ロイロノート機能を活用したアンケートやテス

ト作成方法、課題の配布や収集方法、画面共有の方法などを研修

した。また、ロイロノートでの同時編集機能について、実際に操

作してみることで、その長所・短所を体験した。その後、各校で

利用が始まり、研究授業で利用するなど、研修の効果が見られた。 

 

３ 成果と課題 

  Google Workspace for Education を使い始めた教職員や、他 OS採用の市町から異動してきた教職

員にとって、ＩＣＴ活用の方法を学ぶための良い機会となった。特に、ロイロノート研修につい

て、喜多支部は導入してから日が浅く、操作方法に苦労する教職員も多かったため、研修後は、授

業で活用する機会が増えた。 

ＩＣＴの効果的な活用について、実践を重ねている教職員がいる一方、十分に利活用できていな

い教職員もおり、その差が課題である。今後、研修会への積極的な参加を通じてＩＣＴ活用スキル

を高めていきたい。 



八幡浜支部 

１ はじめに 

  八幡浜支部では、各校の視聴覚・情報教育主任を中心に、視聴覚・情報教育部会を構成している。

第 1 回八幡浜市教育研究集会で行われた視聴覚・情報教育部会において、デジタル教科書の導入や

ＣＢＴシステムの年次更新に苦慮しているという声が挙がった。教職員のＩＣＴ活用指導力の向上

の必要性を感じ、研究主題を「デジタル社会に主体的に生きる力を育む教育の研究と実践」と設定

して研修の充実に励んできた。 

 

２ 実践事例（夏季実技研修の実施） 

(１) 日時 令和６年７月 26 日（金）13:30～15:30 

(２) 場所 八幡浜市立神山小学校 

(３) 講師 八幡浜市ＩＣＴ支援員 川口 敦史 氏 

                 西里 美紀 氏 

(４) 内容 

  ① 年次更新表の作成と管理アカウントの確認 

    デジタル教科書やＣＢＴシステムの導入が急速に進み、各校が管理するアカウントの数が増

加している。年度当初に行う様々な手続きに不慣れな教員も多く、試行錯誤しながら年次処理

を行っている現状がある。そこで、実技研修を通して、市内統一の形式でアカウントを管理す

る資料を作成した。これにより、担当教職員が異動した際にも円滑に年次更新を行うことがで

きるようになった。アカウントやパスワードは重要な個人情報であり、外部への流出はもちろ

ん、内部での管理場所が不明になることも情報漏洩につながる。本研修では、持続可能な管理

方法について検討していく意識も高めることができた。 

  ② 「Google サイト」や「Google Chat」の活用事例紹介と体験 

    八幡浜市では、教職員一人一人に Google アカウントが発行されているが、全ての機能を十分

に活用できていない現状がある。そこで、ＩＣＴ支援員に講師を依頼し、「Google サイト」や

「Google Chat」の活用事例や活用方法に関する実技研修を行った。実際に活用している教職員

の事例の紹介を受けたり、有益なデータを共有してもらったりすることで、今後に生かせる具

体的な運用イメージを持つことができた。 

  ③ 情報交換 

    夏季研修の終わりに、各校の視聴覚・情報教育主任と情報交換する場を設けた。デジタル教

科書を一元管理することができる「EduHub」の紹介や、小学校と中学校の円滑な接続のために、

ＥＩＬＳの設定方法について情報交換することができた。また、小学校と中学校のそれぞれの

立場から情報交換をしていく中で、引継ぎに関する問題が顕在化してきた。今後も、小中間で

情報交換する機会を設ける必要性を強く実感することができた。 

 

３ おわりに 

  今年度は、教職員が抱える困り感に焦点を当て、ＩＣＴ活用指導力の向上を目指した研修を実施

した。デジタル教科書や教育用ソフトウェア、ＣＢＴシステムの導入に伴い、視聴覚・情報教育主

任が担当する業務は増加傾向にある。今後も、ＩＣＴ活用指導力の育成を図る研修を充実させてい

くことが求められるだろう。 

さらに、自分自身のスキルの向上に加えて、学んだ知識や技術を個人内に留めず、周囲に広めて

いくことの重要性についても考えていかなければならない。その方法は様々な手段が考えられるが、

適切な方法で研修の機会を設けて、教職員全体のスキル向上を目指したい。一部の教職員がＩＣＴ

を使いこなせるのではなく、各学校及び市内全体でＩＣＴ活用指導力を向上させていくことが今後

の課題である。 

【夏季研修の様子】 



西宇和支部 

 

１ はじめに 

  西宇和支部は、１人１台端末の配備等ＩＣＴ関係の環境整備が進んでいる。令和６年度は、伊方

町として Google Workspace for education を採用した。また、今年度も瀬戸中学校において公開

授業及び情報交換会が開催された。 

   

２ 研修実践事例 

（１）サテライト講座（委員会主催の夏季研修） 

   ＩＣＴ実技研修として、教育センターの出前講座を実施した。Google Workspace for education

の classroom の活用法など、実技研修を行った。 

   様々な Google アプリの活用のために classroom が有効であること、教育活動の様々な場面で

活用できることなどが紹介され、活用の意欲につながった。 

    

（２）令和６年度伊方町指定情報教育推進校公開授業及び情報交換会 

一昨年度より、町の指定を受けて「令和６年度伊方町指定情報教

育推進校公開授業及び情報交換会」を開催した。各校情報教育主任

や教育委員会関係者等 31 名の参加であった。 

各学級の公開授業として、１年国語科では表現にデジタルを活

用し、３年美術科においては生成ＡＩやレーザー彫刻機を活用し

た作品作りを行った。特に２年総合的な学習の時間では、地域貢献

の活動について、外部の地域おこし協力隊の方を講師とし、オンラ

イン会議システムで今後の在り方について話し合う活動を行っ

た。 

全体会では、これまでの瀬戸中学校の取組を中心に、各校の情報

教育についての情報交換を行った。 

 

（３）教科等部会の取組 

昨年度同様、養護部会では感染症の状況把握をや健康観察など

を Google を活用して行うことで、即時共有をしている。図工美術

委員会においては、えひめこども美術展の事務作業を Google のシ

ステムで行うことで業務改善を行っている。 

 

３ 成果と課題 

  今年度は、小学校のタブレット端末が更新されたことで活用の広

がりが見られる。特に Google Workspace for education の活用の研

修により深まりが感じられつつある。「令和６年度伊方町指定情報教

育推進校公開授業及び情報交換会」ではその成果を確認することが

できた。 

一方、課題として中学校の１人１台端末に不具合が増加してきて

いる。また、消耗品についても破損が多くなっている。次年度、

Chromebook の導入が進められることが決定されており、現端末の有

効活用を進めたい。 

今後、更なる啓発の継続や活用の支援で、伊方町全体の情報教育を推進していきたい。 

 

 

 

 

 

【国語科授業の様子】 

 

 

 

 

 

 

【総合的な学習の時間の様子】 

 

 

 

 

 

 

【美術科授業の様子】 

 

 

 

 

 

 

【全体会の様子】 

 



西予支部 

 

１ はじめに 

  西予支部では、支部内全ての小・中学校に Chromebook が整備されてから３年が経過し、併せて導

入された学習支援ソフトウェア「ミライシード」について見直すことになった。児童生徒の学力や

学習意欲の向上に向けて、より効果的な学習支援ソフトウェアは何か、そして、どのように活用し

ていくのかということに重点を置き、実践研究に取り組んでいる。 

 

２ 実践事例（令和６年７月 31 日） 

（１）学習支援ソフトウェア「ロイロノート」と「オクリンク」の活用事例報告 

   新たに導入する学習支援ソフトウェアを選定するにあたり、「ロイロノート」と「オクリンク」

の操作方法や効果的な活用方法についての事例報告を行った。まず、授業の中で「ロイロノート」

を活用している２名の教職員から実践事例を報告していただいた。授業者と児童生徒のやり取り

や教材作成が簡単であることや、授業内での児童生徒の理解度を見取ったり、評価に活用したり

することができることを学んだ。その後、ベネッセコーポレーションの方を招き、「オクリンクプ

ラス」の新機能について説明していただいた。これまで活用した教職員方の意見を取り入れなが

ら、より授業で実践しやすいものに改善されていることを知ることができた。そのため、今後児

童生徒にとって最善の学習支援ソフトウェアを選定するための比較をするよい研修となった。 

 

（２）アプリケーション「Canva」の活用方法についての実技講習 

   Chromebook が、支部内全ての児童生徒に配付されてから３年が経過し、操作方法にも慣れて、

授業の中で積極的に活用されるようになってきた。これまでも、市内の教職員を対象とした研修

を実施し、Chromebook の操作や動画の編集、様々なアプリケーションの活用方法などについて学

んできた。本年度は、株式会社ほうきょうの方を講師に招き、オンラインで使える無料デザイン

ツール「Canva」の活用の仕方について、実際に校務用パソコンを操作しながら研修を行った。基

本的な操作方法や授業での効果的な活用方法だけではなく、案内文書や掲示物等の作成方法につ

いても学ぶことができた。このツールを効果的に活用することで、児童生徒のＩＣＴ活用スキル

の向上や教職員の業務改善が期待できることを実感した。児童生徒の学習用端末でも「Canva」を

使えるようにしていただいたので、今後の学習活動に活用することができる。 

 

３ 成果と課題 

  現在、様々なアプリケーションが開発されているが、児童生徒にとって最善の学習支援ソフトウ

ェアを効果的に活用するためにも、日頃から最新の情報を得ることが大切だと感じた。そして、得

た情報を多くの先生と共有し、日々の授業で積極的に活用していく必要がある。本年度から、ＩＣ

Ｔ支援員が未配置となったため、教師自身がＩＣＴの活用スキルを向上させていかなければならな

い。そのためにも、まずは研修で身に付けたスキルを各校で共有していくことが重要である。また、

児童生徒のＩＣＴ活用スキル向上に向けて、「西予市ＩＣＴ教育 CanDo リスト」を活用しながら、

様々な教育活動の中にＩＣＴを積極的に取り入れていくことが大切である。併せて、これからは教

師自身がより効果が期待できる場面を見極める技能を高めていくことも求められる。 



宇和島支部 

宇和島市視聴覚・情報教育研究委員会活動報告 

 

１ はじめに 

  今年度、宇和島市視聴覚・情報教育研究委員会は、各校においてタブレット端末の活用等の研究・実

践、研修を行った。その一部を報告する。 

 

２ 研究実践例 

（１）授業研究（研究協議）におけるタブレット端末の活用 

   タブレット端末を授業時に使用するだけでなく、校内研修  

や授業研究においても活用している。特に授業研究において 

「ロイロノート・スクール」の共有ノート内に、指導案、前 

時までの取組、ワークシート、本時の様子(写真及び動画)、 

研究協議の意見、指導内容を集約することで効果的、効率的 

な研究となるようにしている。 

まず、授業者は、指導案や前時までの授業の様子が分かる

板書や、写真、ワークシート等の資料を指定された共有ノー

トに保存しておく。 

授業の際には、参観者はそれらを基に参観している。担当

者が適宜、写真や動画を撮影して保存することで、授業の様

子を記録として残し、活用できるようにする。 

協議は、一般的に行われるように、質問、課題点と効果的

な点を黄色、ピンク、青の付箋紙に書いていくが、それらを 

すべてデジタル上で行う。紙媒体と比べ、手元にあるので見 

やすく、他者の意見で関心のあるものを自らクローズアップ 

して考えることもできる。また、意見の集約もしやすい。 

 記録者は、協議と並行して意見等を入力し、協議のまとめ 

を同時に行うことで、業務の削減にもつながっている。 

上記のように活用することで研究の成果を蓄積し、いつで

も活用できるようにしている。 

（２）児童用デジタルドリルオンライン研修 

新しく児童用デジタルドリルが10月から導入されるに当たり、８月に市主催の研修会が事前に設

けられ、動画でアーカイブとしても見ることができた。それをもとに各校、各教員によって使用して

きたが、使用する中で、課題の出し方、児童の学習進捗状況の確認の仕方、効果的な使用方法など分

からないことが出てきたため、業者によるオンライン研修を実施した。当日は、事前に伝えていた質

問に答えていただき、実際にデジタルドリルの画面を操作しながら、よりよい活用方法を身に付ける

ことができた。 

 

３ 終わりに 

今年度、本市では、校務用端末、児童用デジタルドリルの更新があった。また、端末はiPadを使用し

ているが、来年度以降の端末更新において変更されることが予想される。今後も宇和島市教育委員会と

の連携を密にして、児童、教職員共に対応、効果的な活用ができるよう準備していきたい。また、学校

の統廃合も進んでいくため、本研究委員会も少人数で効率的に運営できるように検討していきたい。 

【指導案・前時までの取組】 

【本時の様子・ワークシート】 

【協議のまとめ】 



北宇和支部 

１ はじめに 

北宇和支部では、支部内全ての小・中学校に、タブレット端末が整備されている。松野町と鬼北

町では異なる部分がいくつかあるが、ソフトウェア面では、学習支援ソフトウェアェアや Web 会議

システム(Zoom、Meet、Webex)、教育用クラウドサービス(ロイロノート・スクール、みんなの学習

クラブ、等)も導入されている。さらに、数年前から本格運用が始まった｢えひめＩＣＴ学習支援シ

ステム(ＥＩＬＳ)｣や｢文部科学省ＣＢＴシステム(MEXCBT)｣のＣＢＴシステムを活用しながら、各

校でＩＣＴ教育の充実を目指した取組が行われている。 

北宇和郡情報教育主任委員会では、それらを活用して授業改善・学力向上を目指すために、ソフ

トウェアやシステムの操作方法、活用方法を研究・研修し、各校で職員に伝達をした。また、学校

用グループウェア｢ミライム｣を活用して、定期的に情報交換を行っている。今後も同様の取組を継

続して、北宇和郡小・中学校のＩＣＴ教育の充実・発展を図っていく。 

また、鬼北町では、教育委員会が指定した I ＣＴ活用教育研究推進校による研究発表会を行って

いる。本年度の研究指定校の取組を紹介する。 

 

２ 実践事例  鬼北町立愛治小学校６年生の実践 

（１）単元名 

「登場人物の生き方について、考えたことを話し合おう」（Ｃ読むこと）：教材名『海の命』 

（全７時間） 

（２）授業の概要 

本実践の授業は、「文章を読んでまとめた意見や感想

を共有し、自分の考えを広げることができる」を主な単

元目標としたものである。また、比喩や反復などの表現

を発見し、登場人物や物語全体の理解を深めるための手

法として教授法創造研究所の椿原正和氏が提案する「図

読法」を取り入れた。学習活動を通して積極的に文章を

読むだけでなく、それぞれの人物の生き方に対する思い

や考えを伝え合い、広げながら、深まりのある授業を目

指した。 

（３）背景と目的 

学級は女子２名の少人数であり、意見交流の際に多様な意見が出にくく、考えが深まらないこ

とが課題となっていた。そこで、その解決策として、好藤小学校の６年生６名とのオンラインに

よる交流授業を設定した。協働的な学びの場を設定し、他者の解釈との共通点や相違点に気付い

たり、自分にはない考えを吸収したり深めたりするための対話の機会を取り入れ、自分の読みを

更新し、見方・考え方を広げられるようすることを目的とした。これにより、児童たちは新しい

学びの機会を得られ、多様な考え方に触れることができた。 

（４）ＩＣＴの活用 

ＩＣＴ活用は授業の重要な要素であった。「Google スプレッドシート」を利用し、児童は自分

の意見をリアルタイムで共有した。また、「Google Meet」を使ってのリモートディスカッション

を実施し、ペア学習やグループ学習の中で主体的な意見交換の場を提供した。特に、オンライン

でのグループ活動や全体の話合いで異なる学級の児童と直接対話することにより、多様な意見交

流を実現することができた。さらに、段落ごとの読み取りでは「図読法」を活用し、板書の代わ

りに「Google スライド」を用いて各場面を視覚的に整理し、物語の深い読み込みをサポートした。 

「Google スプレッドシート」では、児童が各自の意見を授業者に確認してもらった後、安全か

つ簡単に入力・共有できるというメリットが生かされた。また意見を即座に共有し比較検討する

図読法指導資料 



ことができたため、効率よく感想の深まりが得られた。リアルタイムでのフィードバックにより、

児童同士は考えを深め合う過程を実感することができたといえる。 

また、家庭学習でも「Google スプレッドシート」を活用し、自分の意見や感想を入力すること

を課題とした。共有作業ができるので、友達の意見を参考にしたり、自分の意見と比べたりする

など家庭学習でも学びの相乗効果が見られた。 

 

（５）授業の展開 

授業はまず、物語全体のあらすじを図読法を用いて全体図読一覧で理解し、その後、クライマ

ックスに注目した。児童は「太一」の気持ちが大きく変化したのはどこか、自分がそうだと思う

一文を選び、理由を自分の言葉で説明した。さらに両小学校の児童同士が互いに意見交流を行う

ことで、自分の考えを見直す機会を得た。児童による小グループや全体でのディスカッションで

は、タブレット端末やプロジェクタに資料を提示しながら視覚的に意見を整理し対話を進めた。

ＩＣＴの活用は児童にとって「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、多様な考えを引き出

すために効果的であったといえる。 

また、公開授業の研究協議では、「Figjam」を活用して行った。付箋に意見を書き、集約・分

類することで、活発な意見交流が行われた。 

 

（６）児童の反応 

授業後、児童からは「みんなと勉強ができて楽しかったし、たくさんの意見が聞けて、とても

勉強になった。好藤小のみんなは、私が思い付かないような新しい考え方をしていて、びっくり

した。二人だけで学習するより、交流授業をすることで新たな気付きや発見があった。」「みん

なと違う考えをしている人がいたが、意見を聞くととても共感できた。グループでの話合いでは、

いろいろな考え方があることを知り、自分の意見がより深まった。また、初めてリモートで交流

会をしたときよりもうなずいたり、身振りで表現したりして反応してくれるようになったので分

かりやすかった。」といった感想が寄せられた。オンライン授業交流を重ね、国語科の一単元を

合同授業することによって、児童は他者の解釈との共通点や相違点に気付いたり、自分の考えを

深めたりすることができた。その結果、両校の児童にとって、多様かつ広がりのある学びが実現

された。 

スプレッドシートを活用した交流のためのコンテンツ 

授業の様子 



３ 今後の展望 

今回の研究授業を踏まえ、オンライン交流学習の実施が児童にとって非常に有意義であると確認

できた。今後は、これを単発で終わらせることなく、各学校でも交流学習の機会を増やし、更に最

適なＩＣＴの活用方法を模索することで、より充実した学びの場を提供していきたい。また、多様

な意見を引き出すための新しい対話手法やツールの導入を検討し、教育現場全体の質の向上を目指

していきたい。 



南宇和支部 

 

１ はじめに 

  南宇和支部では、各校の視聴覚・情報教育主任を中心に視聴覚・情報教育委員会を構成し、「デジ

タル社会に主体的に生きる力を育む教育の研究と実践」を主題に研究を推進した。この度、えひめ

ＩＣＴ教育３か年計画「第Ⅱ期ＩＣＴ未来創造プラン」において、ＩＣＴ教育を新たなステージへ

進めるための指針が示された。それを踏まえ、本支部では児童生徒が主体的にＩＣＴを活用し、未

来を見据え、創造するためのＩＣＴ活用力を高めるとともに、教員のＩＣＴ活用指導力の向上やＡ

Ｉ・教育データの利活用による教育の質の向上を目指した実践研究を進めている。 

２ 教職員研修について 

（１）郡視聴覚・情報教育委員会 

  ① 日時：令和６年５月２日（木）13:30～16:00 

  ② 場所：愛南町立城辺中学校 

  ③ 内容 

   ア 役員の選出 

イ 本年度の研究主題の検討・決定 

ウ 研究計画の策定 

（２）郡視聴覚・情報教育委員会実技研修会 

   南宇和郡では、端末の整備とともに教員・児童が活用できる様々なアプリが導入され、ＩＣＴ

の効果的な活用の推進が図られている。そのため、教員は、それらの活用方法を学んだり、常に

最新の情報を取り入れたりしていくことが求められる。そこで、今年度は、ＡＩの効果的な活用

の入り口として、グラフィックデザインツール「Canva」を活用した具体的な実践方法について実

技研修を行った。 

① 実技研修 

    「授業におけるＩＣＴ活用～Canva を使いこなそう～」 

ア 日時：令和６年８月 28 日（水）13:30～15:30 

イ 場所：愛南町役場 ３階 第２会議室 

ウ 講師：愛南町ＩＣＴ指導員 成宮 伸亮                       

エ 内容 

（ア）Canva 活用（初級編） 

・ Canva の概要 

・ テキスト入力、素材、動画の挿入 

・ ＡＩによる画像編集 

   （イ）Canva 活用（中・上級編） 

・ 写真の合成、アニメーション 

・ 音声補正 

・ 共同作業、ＡＩによる分類 

３ おわりに 

  参加者が一人ずつ端末を持参し、実技研修を行うことにより、グラフィックデザインツールを活

用するための技能を身に付けることができた。初級編と中・上級編の二部構成で研修会を開催した

ことにより、視聴覚・情報教育主任以外の参加者も多数あった。また、ＡＩの利活用につながる内

容も含まれていたため、非常に有意義な研修となった。 

今後は、研修で得た技能を実際に活用していくことが大切になる。同時に、今回の参加者が他の

教員へ活用方法を広めることで、より多くの児童生徒のＩＣＴ活用スキルの向上につながっていく

と考える。 

【実技研修会の様子】 



附属支部 

 

１ はじめに 

 １人１台端末利用が日常化し、効果的な使い方が見えてきた。しかし、同時に、著作権侵害、写

真を無断で撮影する、個人情報の甘い認識など子どもが無意識の内に行ってしまう行為に右往左往

する場面が増えた。そうした中で、全校を対象に情報モラル教室を定期的に開催し、モラルの向上

を目指した。 

 

２ 情報モラルスクール（通称：モラスク） 

  附属小学校では、「タブレット活用のルール」

をつくり、子どもや保護者に周知している。その

ルールを基盤として、著作権侵害やフィッシン

グなどによる詐欺、ネットワークの危険といっ

た内容（表１）についてテレビ放送を通して子ど

もと一緒に考えている。 

  「子どもがじっと集中して見ている」「モラス

クの後の端末利用が丁寧になった」など目に見

える形で効果があった。また、子どもからも「次

のモラスクはいつ？」と担当者に質問してきた

り、友達がパスワードを入力しているときはよ

そを向いたりする姿が見られた。 

  テレビ放送で行っているが、子どもが飽きてこ

ないように、動画を組み込んだり、子どもの写真やイン

タビューの様子を映したりするなど工夫を行った。ま

た、端末が故障した際の原因を共有したり、画面上に急

に現れるポップアップ通知を見せたりするなど子ども

の使いながらの困り感や新しい情報をどんどん共有し

ていった。 

  令和３年度より続けている取組であるが、実施できな

かったときもあった。そうなると、端末の扱い方が雑に

なったり、写真を撮る際に何も注意しなかったりと、こ

どもの行動や意識の低下が見られた。このことから、定

期的に取り組んでいく必要性を強く感じる。しかし、毎

回、放送室からの生放送であるため、担当者の負担が大

きい。動画録画しておき、それを流していくなど負担軽

減策について考え実施していきたいと思っている。 

 

３ おわりに 

 タブレット端末を活用した授業改善は我々教職員の使

命の一つである。そのことは今後も変わらず、授業改善

に努めていかなければならない。その上で、クラウドを

利用した情報共有の在り方や、情報モラル、情報セキュ

リティなどについても、これからの社会を生きる子ども

たちと共に学んでいく必要がある。今後も、実践を積み

重ね１人１台端末社会の可能性を探っていきたい。 

表１ モラスクの内容 

掲示板「モラスクエリア」 

視聴している様子 

モラスク中の放送室内部の様子 



 

 

Ⅲ 研修会報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



出張報告 

（１）第９回関西教育ＩＣＴ展  

日時 令和 6 年 7月 26 日（金）  

場所 大阪南港ＡＴＣホール（大阪府） 

内容  

・講演 

・企業展示 

① 講演名「#支援学校 #ＩＣＴ #校務削減 #働き方改革 #Google」 

大阪府立寝屋川支援学校教頭である東川 彩氏と、大阪府立

寝屋川支援学校首席である亀村 尚希氏の特別支援学校のＩＣ

Ｔ活用に関する講演を聴講した。特別支援学校の児童生徒のＩ

ＣＴ活用は、タブレットによる写真撮影と、プレゼンテーショ

ン資料の作成（写真を添付して簡単な説明文章を打ち込む）、

ホームページに掲載して発信するという内容だった。本校の特

別支援学級の児童生徒は、発信、発表の場は少ないという実態

なので、撮った写真や作成したプレゼンテーション資料をホームページに掲載して閲覧者か

ら何かしらのリアクションを得るということは効果的な手段の一つであり、ホームページの

代わりに「メタサポ」等のメタバースの活用も可能だと思った。しかし、「メタサポ」を導入

するには、児童用タブレットのスペックが足りないことが分かった。今後ＩＣＴを効果的に

活用していくには、環境面の改善が必須と感じた。 

 

② 講演名「教育の情報化の最新動向」概要 

東京学芸大学教職大学院教授・学長特別補佐である堀田龍也氏

による講演を聴講した。PISA 2022等の結果から、学力は高いの

に自分で学ぶ自信は低いということが読み取れる。これは、学び

が強制的で学校完結になっていることが原因のではないかと考え

られる。また、ＩＣＴ活用度と学力調査の結果には相関関係が見

られている。 

今後、人口減少と高齢化が続いていくため、65歳でもできる

仕事、もしくは 65歳でないとできない仕事を生み出し、組織内のワークシェアリングを進め

ないといけない。そこで必要とされるのは、自ら学び続けて生産効率を上げられる人であ

り、今までの学び方や感覚では時代に置いていかれてしまう。能力や個性の凸凹をならすの

ではなく、自他の凸凹を理解させないといけない。その人が何をしたいか、何にこだわりが

あるか、何が得意で不得意か、これらを自己理解させて卒業させることが大事になってい

く。これまでのキャリア教育は、今の時代に合っていないところが増えてきており、人口減

少社会に順応した企業団体や大学以外は淘汰され、入試もマッチングになっていくなど社会

も変化している。教員不足と騒がれているが、職の不人気だけでなく、人口減少しているの

で人数的改善は難しいため、現状の教員数だけで対応する方向で考えないといけない。そう



なると仕事を取捨選択するしかないが、保護者は、学校や教員に

対して高いサービスを求めている。そこに管理職が、保護者の要

望に対して無理と言わないといけない場面も出てくると考えられ

る。就職しても、10年間で半数が転職するのが一般的な社会にな

っており、教員の終身雇用の感覚は時代錯誤している。若手教員

の優秀な人材確保のためには新人育成する教員側が変わらないと

いけない。 

デジタル教科書は、子供にとって学びやすいものであるので、

低学年で基礎・基本を学んだ上で自由に学習させてほしい。目当

てやまとめも、教師が提示するのではなく子供一人一人が考える

ようにしてほしい。子供一人一人が自分で学習できる環境を提供

して、本当に手を掛けないと学習できない子供に対応する必要が

ある。 

現在、日本経済は外貨収入に支えられている側面がある。物も

不動産も日本人が買うには高過ぎて、外貨を持つ外国人には安くて買いやすい経済社会にな

っており、外国人が土地を買い、家を建て、移民が増加している。その結果、学校の子供が

多国籍化していく。地域差があるとしても、英語も伝わらない子供や保護者にどう対応する

のか考えないといけない時代が来ている。現在は、そのような状況でない地域の子供も、卒

業後にそのような社会で生きていく可能性が高い。そのため、教師は、将来予想される社会

を見据えた教育に、取り組んで行く必要があり、そこに地域間格差はないと言える。 

  

③ 講演名「GIGAスクール第２期とデジタル・シティズンシップ」 

国際大学 グローバル・コミュニケーション・センター主幹研究員・准教授である豊福晋平

氏による講演を聴講した。「デジタル・シティズンシップ」とは、デジタル機器やインターネ

ットが無い生活が成り立たない時代において、デジタル機器を積極的に使って社会に参画す

る力のことである。 ＩＣＴ活用教育の広がりによって教育関係者から注目されているが、社

会人にも必要と考えられている。「読書は『没頭する』と表現するのに、ネットはなぜ『依存

する』と表現されるのか」という言葉が印象的だった。デジタルな日常を肯定する感覚と仕

組みが必要とされるこれからの社会の中で、小学校のＩＣＴ教育においてどのような取組を

していくべきかという話だった。 

 

④ 感想 

ＩＣＴの活用や、特別支援教育的アプローチを通常学級にも取り入れることが様々な課題

の打開策の一つになると感じた。現代社会の傾向を理解して、卒業後の子供が生きる社会に

合った教育を提供できる教師でありたいと感じた。 

講演ブース以外に、様々な教育系ＩＣＴ企業の製品紹介ブースがあった。60社程度のブー

スがあったが、プログラミング系と不登校対応系が多く、全国的なニーズの高まりが感じら

れた。導入できるとよいと思われる教材は多数見られたが、学校単位での導入することが難

しいため、残念に感じた。教育委員会とうまく連携して、各学校の特性に応じて柔軟に導入

する仕組みづくりを進める必要があると思う。 



（２）第５０回全日本教育工学研究協議会全国大会  

日時 令和 6 年 10月 25日（金）～26 日（土）  

場所 東京都港区立小中一貫教育校赤坂学園赤坂中学校（東京都） 

内容  

・授業公開 

・講演 

① ＩＣＴの効果的活用のポイントは『他者参照』 

小学校１年生から９年生（中学３年生）までが在籍し

ている港区立赤坂学園赤坂中学校での授業見学をした。

国語、数学、理科、社会、道徳、体育等、様々な授業が

見学できた。ＩＣＴに関する研究ということもあり、全

ての授業でＩＣＴが使われていた。主に児童用タブレッ

トを活用しており、活用目的としては、情報収集や、話

合い、自分以外の学習状況の閲覧、自分の考えのまとめ

等だった。中でも、自分以外の学習状況の閲覧（以下、

研修でも使われていた『他者参照』で表記）が、いかに

GIGAスクール構想において重要で、学習を深めるのに効

果的かという点について、授業見学後の全体会や実践事

例発表の際にも多く語られていた。『他者参照』とは、ク

ラウド上で共有されているデータから、友達の進捗状況

を参考にして学びを進めたり、友達に直接聞いたりして、自分

なりの考えをまとめていく方法である。教師は、クラウドを介

して子供の進捗状況を端末上でリアルタイムに把握したり、実

際の子供の様子を見たりしながら必要な支援をしていく。これ

までの一斉授業では、実現が難しかった複線型の授業を、クラ

ウドや 1人 1台端末を活用することで容易に実践できるように

なった。さらに他者の考え方を参照して学ぶことや、共同編集

機能を活用して協働することなど新しい授業の形を生み出すこ

とができると感じた。 

 

② 全国大会から見えた東温市のＩＣＴ環境の長所と課題 

様々な最新の実践事例や授業見学をした結果、東温市

の物的なＩＣＴ環境（タブレットや、黒板に映像を映し

出す超単焦点プロジェクタ・ワイードなど）が最先端の

ものと大差ないことが長所としてあげられる。しかし、

短所としては、インターネット通信速度に課題があると

感じた。文科省の定めた適正な通信速度をクリアしてい

る学校は全国でも３割に満たない。赤坂学園は、基準を

クリアしているので、安定した高速通信環境が整ってい

た。ネットワーク環境の不具合があると、効果的な実践が進まないのは明確である。クラウ



ド上のサービスの充実してきたことで、以前に比べると、端末のアプリに予算を充てる必要

はなくなってきたと言える。NEXT GIGAでは、自治体は端末ではなくネット環境の充実に予算

を充て、限られた予算をより効果的に活用できるよう検討する必要があると強く感じた。 

 

③ 活用アプリについて 

１ FigJam 

FigJamとは、デザインツール「Figma」から出ている

オンラインホワイトボードツールである。オンラインホ

ワイトボードを活用することで、複数人同時にアイデア

を書き出せたり、付箋を貼ったり、図を用いて説明した

りと、オンライン上でスムーズにコミュニケーションを

取ることができる。今回、中学年以上の学級の多くが活

用していた。『他者参照』を可能にする重要なＩＣＴツ

ールで、ロイロノートの共有ノートと類似している点が

多い。 

２ スプレッドシート 

Google スプレッドシート（Spread Sheets）とは、

Google が提供する、オンラインでリアルタイムによる

共同編集が可能な表計算ソフトである。 Microsoftの

Excelファイルをインポートして、そのまま編集するこ

ともできる。主に高学年が出された問題の考え方や答え

を共有し、他者参照しながら考えを深めていた。 

 

令和６年度出張報告のまとめ 

今年度の研究授業等に参加し、全国的に最先端のＩＣＴに関する授業実践や研究発表に触れ

ることの重要性を感じた。教育は日々進化するもので、その中でもＩＣＴは最も変化に富んだ

領域と言える。本年度まで当然のようにやってきたものが見直され、来年度から新しいアプリ

やサービス等を使って指導する必要が今後も続くことが予想される。変化の激しい時代に送り

出す子供たちを育てるためには、まずは教師が変化に適応できる柔軟性と専門性を身に付ける

必要がある。そのために、このような研修に参加することは非常に有効と感じたので、今後も

時間の許す限り研修などに参加し、自身のＩＣＴリテラシーをアップデートしていきたい。 


